
土
壌
に
依
る
韓
基
の
吸
政
い
就
て

(
要
旨
)

京
都
帝
国
大
事
激
授

大

杉

繁

農
事
博
士

著
者
広
性
質
を
異
に
せ
る
凶
種
の
土
境
ケ
用
ひ
壇
官
替
の
吸
牧
に
闘
す
る
量
的
制
係
栓
試
雌
し
光
の
結
果
佐
川
市
た
り
。

二
「
ア
ン
号
=
ウ
ム
」
加
皇
、
石
灰
.
昔
土
の
壇
化
物
ι
信
用
ひ
た
る
場
合
じ
各
「
カ
チ
オ
シ
』
の
吸
牧
せ
ら
る
h
量
さ
土
犠
じ
既
存
該
賞
吸

品
明
暗
唱
基
さ
の
醐
係
は
吸
牧
塩
基
の
含
量
大
な
る
土
績
は
さ
其
の
場
基
の
吸
枚
せ
ら
る
h
量
小
な
る
を
認
め
た
り
。

二
、
上
配
塩
化
物
の
同
一
議
度
中
性
の
液
を
用

0
0
・0五
規
定
温
醜
に
て
吸
牧
境
基
そ
除
去
せ
る
土
墳
に
就
て
鼠
験
せ
る
に
吸
牧
は
「
?
グ

キ
一
ダ
ウ
ム
一
『
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
」
加
皇
、
石
灰
の
順
序
に
又
は
「
?
グ
ホ
u
v
h
y

ム
』
「
ア
シ
毛
・
ア
ワ
ム
」
石
灰
‘
加
里
の
順
序
に
漸
弐
減

少
す
。

コ
一
.
壇
甘
替
の
吸
牧
さ
波
の
水
素
4
オ
シ
温
度
さ
の
醐
係
に
此
き
界
シ
モ
ニ
ヤ
を
一
定
浪
度
さ
し

τ之
じ
種
々
の
量
の
塩
酸
を
加
へ
.
司
出
身

種
々
に
し
た
る
波
そ
用
ひ
吸
牧
試
融
佐
行
ひ
た
る
結
果
卒
衝
後
の
波
の
旦
向
じ
就
て
は
宮
岡
大
な
る
に
従
ひ
ア
シ
毛
ニ
ヤ
の
吸
枚
量
精

大
す
。
此
醐
係
ぞ
曲
線
に
て
表
に
せ
ば
内
線
は
二
部
分
よ
り
な
る
令
知
る
。
卸
ち
岡
高
岡

4
乃
至
5
以
上
さ
以
下
に
於

τ拘
舗
の
傾
斜
に

相
建
あ
り
。
此
の
鍵
化
の
原
因
令
知
ら
ん
が
蝿
め
に
先
づ
「
ア
ニ
オ
シ
』

ω泌
響
を
積
む
る
鵠
め
じ
ア
シ
そ
ニ
ヤ
に
壇
慣
な
用
ひ
た
る
場

合
も
ア
ン
モ
ニ
ヤ
に
硫
酸
令
用
ひ
た
る
場
合
に
・
っ
き
k
配
の
愉
帥
伝
作
出
ゼ
し

ι、
全

銀
閣
が
オ
対
A

尤

シ
勾

影
響
じ
依
る
に
非
る
h
T
知
る
。

k
配
費
化
の
起
る
は
卒
場
後
め
一
波
の
岡
V
Z
は
4
乃
至
5
な
れ
ぎ
も
之
れ
に
相
蛍
す
る
原
液
の
で
同
は

7

土
織
に
依
る
昼
遂
の
駁
牧
に
就
て
ハ
要
旨
〉

-
一
一
七



土
俵
に
依
る
箆
基
の
吸
牧
に
鼠
て

二一

λ

乃
至
8
な
り
。
今
原
液
の
ヨ
『
帝
国
ア
シ
モ
ニ
ヤ
の
吸
牧
量
さ
を
曲
線
に

τ褒
は
せ
ば
ア
ン
宅
品
ヤ
の
吸
牧
は
帰
国
の
増
大
さ
共
に
大
さ

な
れ
き
も

2同

7
乃
至
8
迄
は
此
槍
加
は
緩
徐
じ
し

τ園高岡
7
乃
歪
8
巳
於
て
念
激
に
倫
明
大
す
る
を
抱
め
た
り
。
又
一
定
量
の
ア
ン
毛

-
ヤ
に
常
量

ω撞
酸
M
A
は
硫
酸
'
d
l

用
ひ
次
の
猷
.
を
行
へ

hv。

卸
ち
第
一
、
土
壇
に
ア
ン
モ
-
一
ヤ
を
加
へ
按
置
し
・
吹
-
h
酸
ゐ
官
加
へ
援
資
す
。
第
二
.
土
犠
心
ア
シ
モ
品
ヤ
及
び
醜
h
z
同
時
じ
加
へ
娠

置
す
。
第
三
土
壌
に
醸
セ
加
へ
様
霊
安
に
ア
ン
号
ニ
ヤ
そ
加
へ
慢
盤
す
。
右
三
つ
の
場
合
・
い
っ
き
卒
衡
後
の
司
氏
及
び
ア
シ
モ
ユ
ヤ
の

吸
仙
収
量
を
見
ゐ
に
第
二
、
第
三
の
吸
牧
置
に
相
典
な
く
第
-
の
吸
枚
撮
著
し
〈
大
な
り
。
岡
山
氏
は
第
-
最
も
小
か
る
が
故
に
上
肥
吸
牧

置
の
大
な
る
は
半
衡
後
の
液
ヨ
向
の
影
響
に
非
?
。
全
〈
始
め
に
ア
ケ
刃

3
1性
の
ア
シ
毛

Ztq』
振
準
せ
る
が
揺
め
な
り
。

以
上
に
依
り
土
壇
じ
依
る
ア
シ
モ
ニ
ヤ
の
吸
放
が
卒
術
後
液
の

MMZ
じ
蕗
寄
せ
ら
る
h
も
軌
中
原
液
の
ア
戸
カ

9
1
な
る
や
否
や
が
歪

大
の
関
係
め
る
を
臨
む
可
し
。

圏
、
卒
衡
時
に
於
け
る
液
中
の
ア
シ
モ
ニ
ヤ
の
温
度
さ
其
の
吸
仙
恨
の
聞
係
を
平
衡
波
の
司
出
を
同
-
に
し
て
比
較
せ
る
に
大
惜
フ
ロ

4
ン
ド

P
ツ
ヒ
氏
の
吸
着
式
に
従
ふ
右
認
め
た
hv。
然
れ
き
も
此
の
場
合
康
法
が
ア

p
b
p
ー
な
る
場
合
じ
於
て
幽
慨
す
れ
ば
該
吸
着
弐
を
遁
用

し
障
き
を
臨
む
。


